


■ミッション

「救えるべき命を救える社会の実現」

■活動

救急医療・災害対応の分野における、ICT、IoT、クラウド、無人機等の先進テクノロジー
の具体的な利活用モデルを、現場活動・実証訓練等を通じて検証・普及し、実社会にお
ける利活用を推進する。
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熊本地震における活動

河原小避難所
試聴会

立野地区農地
被害調査

西小園地区
土砂・水流調査

西原村
被害調査

画像合成
被害データ

EDAC企画イベント
熊本地震１００日史



我々のミッション

救えるべき命を救う社会の実現



一例：救急救命の現状

参考:総務省「平成 27 年版 救急・救助の現況」、東京防災救急協会

救命曲線（命が助かる可能性のパーセンテージ）
ー 上記8.6分の場合
ー 救急車が来るまで何もしなかった場合約10%
ー 居合わせた人が救命処置をした場合約20%

救急自動車による現場到着所要時間及び病院収容所要
時間
ー 毎年時間が伸びて来ている
ー 救急車の到着時間は、H26年全国平均で8.6 分



対応者 本人

一例：心停止の要素

一般の方 プロ

参考:東京防災救急協会

IoT・ウエアラブル
覚知戦略・口頭指導

次世代インフラによる
医療物資搬送＋使い方

上記２つのアプローチから最適化・時短を目指す

一般の方の負担軽減策

心停止
における
４要素



EDACのビジョン



事業名 救急医療・災害対応におけるIoT利活用モデル実証事業

代表団体名 一般社団法人救急医療・災害対応無人機等自動支援システム活
用推進協議会（通称：EDAC）

共同提案団体名 九州大学共進化社会システム創成拠点COIプログラム
福岡市
公益財団法人九州先端科学技術研究所
株式会社リアルグローブ
株式会社インフォメーション・ディベロプメント
株式会社ゼンリン
株式会社魔法の大鍋
日本コムクエスト・ベンチャーズ合同会社
Coaido株式会社
株式会社テレパシージャパン

対象分野 ア.都市、ウ.通信、オ.医療

実施地域 福岡県福岡市九大伊都キャンパス周辺

今回の実証内容



本事業で構築するリファレンスモデルの概要

ウェアラブルデバイス
スマートフォン・電話

G空間情報

都市OS

九大COI EDAC
フィードバック

都市情報取得

フィードバック

EMIS

消防機関

福岡市

現場特定・現場上空映像等

半自動操作
・先行偵察活動
・現場上空映像の撮影

医療機関

覚知

連
携

連
携

連携

実証フィールド 九大COIおよび福岡市

オープンデー
タ

ISIT

ゼンリン

魔法の大鍋等

都市OSやG空間情報、各種ウェアラブルデバイス等による受動的情報収集と、各種無人
機による能動的情報収集やフィードバックを半自律的に統合・制御するシステム。



IoTサービスの普及にあたって克服すべき具体的課題と、本事業期間中に達成すべき目標

番
号
課題 本事業期間中の目標

1 救急医療・災害対応におけるIoT（無人
機や各種データ）の有用性確認

有用性の期待されるいくつかのユースケースについて、専門家を交えた検討や実証実験
を通じて課題や有用性を確認する。

2 夜間および視界外、プロポ電波到達範
囲外でのUAV運用

専門家を交えた検討を通じて、必要な認証手続きやそのための運用ノウハウ等を取りま
とめ、ガイドラインを策定するための課題や要件を整理する。

3 風雨等の様々な気象条件下でのUAV運用 専門家を交えた検討を通じて、運用ノウハウ等を取りまとめ、ガイドラインを策定する
ための課題や要件を整理する。

4 パーソナルデータ等の安全な利活用 個人情報保護法に関連する法令を踏まえた上で、パーソナルデータの安全な運用ルール
の策定やセキュリティ設計を行うための課題や要件を整理する。

5 無人機運用におけるハッキングや端末
の物理的制圧への対処

無人機自体がハッキングされ乗っ取られるようなケースへのヘカトンケイルシステム側
の対処や無人機搭載システムが具備すべきセキュリティレベルについてルールを策定す
るための課題や要件を整理する。

6 無人機運用における事故予防と事故被
害の極小化

事故予防や事故被害の極小化を実現できる運用ノウハウ等を取りまとめ、ガイドライン
を策定するための課題や要件を整理する。

7 コストモデルの試算とガイドブックの
作成

リファレンスモデルを元に、導入のためのコストモデルのや手続き、運用方法等につい
て課題や要件を整理する。

以上の検討成果を踏まえて、
普及展開に向けたロードマップを作成する。

リファレンスモデルを実装し、実証実験することで、以下の課題について、検証する。



進捗

テストフライトを順次行いつつ、発注処理や実証シナリオや詳細な実証内容を決めています

実証項目1
「ウェアラブルデバイス等を活用した心停止の早期認識と
通報」

実証項目2
「無人機を活用した迅速な現場特定による傷病者に接触
するまでの時間短縮」

実証項目3
「無人機やセンサー等の情報やバイタルサイン等のパーソ
ナルデータ等のヘッドマウントディスプレイへのAR表示」

実証項目4
「無人機を活用した迅速な被害状況の把握による必要な
消防力の早期投入」

実証項目5
「NICTテストベッド環境を活用した負荷実験」



救えるべき命を救う
社会の実現


